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「声の広報」社協ではボランティア音訳グループ「やまゆり」の協力を得て、声の広報を作成し、無料で貸し出しています。
申込・問合せ　社会福祉協議会（地域支援係）

　社会福祉協議会は、社会福祉法第109条に規定されている民間の社会福祉活動を推進することを目的とした民間組織です。地域に暮らす皆様、民
生委員・児童委員、社会福祉施設・社会福祉法人等の社会福祉関係者、保健・医療・教育など関係機関の参加・協力のもと、地域の人々が住み慣れた
まちで安心して生活することのできる「福祉のまちづくり」の実現を目指したさまざまな活動を行っています。
　昭和36年に袖ケ浦町では社会福祉協議会の設立意見書を配り、町民の同意を得て任意団体として社会福祉協議会が結成されました。その後、昭
和41年に社会福祉法人として認可を受け、昭和46年には平川町社会福祉協議会と合併して、袖ケ浦町社会福祉協議会となり、平成3年の市制施行を
経て袖ケ浦市社会福祉協議会が誕生しました。
　誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるように、「支えあい、助け合い」の活動を促進しています。

　運営資金は、市からの補助金・受託金と自主財源と
なる社会福祉協議会費、寄付金、共同募金配分金、自
動販売機売上手数料収入を主たる財源としていますが、
自主財源である社会福祉協議会費、寄付金、共同募金
配分金は、年々減少傾向にあり、自主財源で実施して
いる各種事業を今後継続していくためにも、市民の皆
様のご協力が必要不可欠です。社会福祉協議会費は所
得税法第78条第2項第3号及び法人税法第37条第4項
に該当し、税控除の対象となります。
　より一層の地域福祉の充実のため会員としてご支援
をお願いいたします。また、会社等の各種法人による
法人会員としてのご支援も併せてお願いいたします。

平成30年度社会福祉協議会の会費状況報告
　平成30年度は、7,430,419円を皆様からお預かりしました。地域住民の皆様、ご協力く
ださいました法人・団体・賛助会員・特別賛助会員の皆様に深くお礼申し上げます。また、
会員を取りまとめていただきました自治会役員の皆様にも厚くお礼申し上げます。
　総額の内訳は下記の表のとおりです。引き続きご協力をお願いいたします。

会員区分 一口 件数 合計（単位:円）
一般会員 500円 10,461 5,230,919
賛助会員（公務員のいる世帯） 1,000円 210 210,000
特別賛助会員（市職員で課長職以上のいる世帯） 2,500円 64 161,500
法人会員 10,000円 184 1,828,000

件数は、合計/一口単価で計算している（小数点は切捨）

社会福祉協議会費（運営する資金）のご協力をお願いします!!社会福祉協議会費（運営する資金）のご協力をお願いします!!

社会福祉協議会って、どんな組織（福祉団体）なの!?社会福祉協議会って、どんな組織（福祉団体）なの!?

会費内訳（会費を500円を目安とした場合）

■地域福祉広報啓発費
　313円
■福祉団体助成費
　75円
■ボランティア活動支援費
　94円
■社協運営費
　18円

■会費・寄付金収入　9,423千円
■補助金及び受託金収入　123,925千円
■事業・負担金収入　17,017千円
■介護保険事業収入
　障害福祉サービス等事業収入　531千円
■その他収入　8,440千円
■前期末支払資金残高　14,556千円

地域福祉広報・啓発費
63%

補助金及び受託金収入
71%

会費・寄付金収入
6%

事業・負担金収入 10%

介護保険事業収入 
障害福祉サービス等事業収入 1%

その他収入 4%
前期末支払資金残高 8%

福祉団体助成費
15%

ボランティア
活動支援費
19%

社協運営費 3%

社会福祉協議会
全体の収入一覧
173,892千円

　社協って何をしているの?会
費ってどう使われるの?どうし
て会費が必要なの?等々、皆
様にご協力いただいている社
協活動や会費について、自治
会総会、役員会や班長会等で、
ご説明します。
　ご要望がありましたら、ご
連絡お願い致します。
問合せ　庶務係

自治会等の皆様へ

職員が職員が
ご説明に伺いますご説明に伺います

皆様からお預かりした会費は次のように
使わせて頂いています

〇地域福祉広報・啓発費
・地域福祉フェスタ開催費用
・ 社協だより発行費用、HP運
用費用　など

〇福祉団体助成費
・ 障がいを有する方等の当事
者団体への助成

〇ボランティア活動支援費
・ ボランティア活動の調整に係
る通信費
・ 移動支援に係るボランティア
活動（移送サービス）の車両
燃料費
・ 災害ボランティアセンターの
備品購入費　など

〇社協運営費
・ 地区社協、民生委員児童委
員、シニアクラブなどの事務
局運営費用　など

平成31年度予算ベースで作成しています。
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社会福祉協議会が行っている主な事業

法人全体収入総額………… 173,892千円
法人全体収入内容内訳 31年度当初予算額

会費・寄付金収入 9,423千円
補助金及び受託金収入 123,925千円
事業・負担金収入 17,017千円
介護保険事業収入 440千円
障害福祉サービス等事業収入 91千円
その他収入 8,440千円
前期末支払資金残高 14,556千円　

法人全体支出総額………… 173,892千円
社会福祉事業区分内訳 31年度

当初予算額
社会福祉事業区分 168,158千円
　本部拠点区分 156,307千円
（1）法人運営事業サービス区分 82,265千円
（2）調査・企画・広報事業サービス区分 3,430千円
（3）助成事業サービス区分 792千円
（4）心配ごと相談所運営事業サービス区分 166千円
（5）地区社会福祉協議会活動支援事業サービス区分 2,804千円
（6）ボランティアセンター運営支援事業サービス区分 1,198千円
（7）ボランティアセンター運営事業サービス区分 108千円
（8）ボランティア活動事業サービス区分 865千円
（9）共同募金配分金事業サービス区分 11,144千円
（10）福祉カー運営事業サービス区分 99千円
（11）福祉バス運営事業サービス区分 1,801千円
（12）生活支援体制整備事業サービス区分 19,876千円
（13）生きがい活動支援通所事業サービス区分 1,805千円
（14）生活福祉資金貸付事業サービス区分 1,431千円
（15）日常生活自立支援事業サービス区分 1,008千円
（16）放課後児童クラブ運営事業サービス区分 27,460千円
（17）産前産後ヘルパー派遣事業サービス区分 47千円
（18）福祉基金事業サービス区分 7千円
（19）災害準備積立基金事業サービス区分 1千円
介護保険事業拠点区分 11,851千円

（20）訪問介護事業サービス区分 11,851千円

公益事業区分内訳 31年度当初予算額
公益事業区分合計 3,802千円
社会福祉センター運営事業拠点区分 3,802千円

収益事業区分内訳 31年度当初予算額
収益事業区分合計 1,932千円
自動販売機事業拠点区分 1,932千円

その他詳細については、本会ホームページで閲覧できますので、ホームページも
ぜひご覧下さい。

社会福祉法人袖ケ浦市社会
福祉協議会収入支出予算

平成
31年度事業計画事業計画平成

31年

　本法人は、社会福祉法に規定された公共性の高い団体として、地域福祉活動の中心的役割を果たす
ため、地域住民の福祉活動への参加を促進し、行政機関、福祉関係団体等と連携を深め、袖ケ浦市に
おける社会福祉事業及び地域の社会福祉に関する活動を促進し、地域福祉の推進に取り組みます。

　本法人は、袖ケ浦市地域福祉活動計画に基づく「市民皆が支えあい、一人ひとりが安心して健やか
に暮らせるまち」を基本理念とし、市民誰もが地域の中で生涯にわたって自立し、安心して自由で個
性豊かな生活ができる地域社会を実現するため、次の基本目標を掲げ地域福祉を推進します。

社会福祉協議会の
運営基盤強化 地域活動の支援 広報、啓発、

相談事業の充実 生活支援の充実

基本目標 基本目標 基本目標 基本目標

社会福祉法人 袖ケ浦市社会福祉協議会
基 本 方 針

基 本 目 標

1 2 3 4

〇ほっとテレホンサービス
〇移送サービス
〇車いす貸出事業
〇地域福祉功労者の表彰
〇 地域ぐるみ福祉推進標語入選者の表彰
〇☆福祉関係団体への助成
〇地域福祉フェスタの開催
〇福祉体験教室（出前講座）
〇声の広報の貸出
☆障がいのある方々が集う会
☆ 地域福祉活動を行う団体への助成
☆赤い羽根共同募金運動
☆歳末たすけあい募金運動
〇 ☆災害ボランティアセンター備品準備
〇 ●ボランティアセンター運営
●金婚祝品の贈呈
●心配ごと相談所の運営

●生活福祉資金貸付事業
★ 介護保険・障がい福祉サービス
★ 給付外サービス（居宅・重度・同行・移動）
● 産前産後ヘルパー派遣事業（市受託）
●福祉カー貸出事業（市受託）
● 生きがい活動支援通所事業（市受託）
●放課後児童クラブの運営
●交通遺児援護基金の支給
● 社会福祉センターの管理・運営
●福祉バスの管理・運行
●日常生活自立支援事業
●生活支援体制整備事業
● シニアクラブ連合会活動の支援
●遺族会活動の支援
● 民生委員児童委員活動の支援
● 地区社会福祉協議会活動の支援

財源内訳　〇=会費　☆=共同募金　●=補助金・受託金　★=その他

誰もが幸せに暮らすための「ふくし」について考えてみませんか

　福祉体験を通じて、『ふだんの　くらしの　しあわせ』について考え、一人ひ
とりを尊重できる社会づくりを目指す体験学習です。
体験内容
　○車椅子体験
　○視覚障がい者体験
　○高齢者疑似体験
受講料　無料
対象者　10名程度以上のグループ・団体
その他　日時や場所は、要相談
申込・問合せ先　地域福祉係

福祉体験講座開催時の様子

福祉体験講座を実施しています福祉体験講座を実施しています

　今年度は、市全体の1層に2名（市・社協）、市内3圏域の2
層に3名（社協）の生活支援コーディネーター（SC)が配置さ
れます。
　昨年度は、2月の（公財）さわやか福祉財団会長堀田力氏
による「地域づくりフォーラム」に引き続き、3月にはお隣の
市原市の取組みについて勉強会を開催しました。
　今年度はさらに地域課題を話し合い、地域の方が取り組
む場「協議体」の設置・充実を目標に取り組んでまいります。
問合せ：地域福祉係

生活支援体制整備事業

3月23日（土）長浦おかのうえ図書館視聴覚室3月23日（土）長浦おかのうえ図書館視聴覚室
（福）市原市社会福祉協議会　生活支援グループチームリーダー　（福）市原市社会福祉協議会　生活支援グループチームリーダー　
齋藤　大輔氏による勉強会の様子齋藤　大輔氏による勉強会の様子

「地域づくり」「地域づくり」
の取り組みが始まっています。の取り組みが始まっています。
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住住みやすい地域・街づくりをを
目指目指しています!!しています!!

1月～2月末までにお預かりした食料品については、フードバンクへお渡ししました。
次回は5月～6月に開催します。ご協力お願いいたします。

●地区社会福祉協議会
　市内6地区において、地域
の実情に応じた組織・団体等
が連携・協同し、高齢者の見
守り、児童の集う場作りなど
を行っています。
　主な事業は、敬老会・ひと
り暮らし高齢者等見守り訪
問・高齢者サロン・子育てサ
ロン・バスハイクなどの事業
を実施しています。
●ボランティアセンター
　ボランティア活動の希望・依
頼を確認し、各種情報提供・連
絡調整・研修会を開催し、ボラ
ンティア活動の支援をします。
また、災害発生時は、関係団
体と協働して災害ボランティ
アセンターを立上げ、ボラン
ティアの受入や調整をします。
●赤い羽根共同募金運動
　10月～3月の期間に、募金活動を行っていま
す。募金は、地区社会福祉協議会の事業（敬老
会やサロン活動等）や子どもスポーツ大会等
へ助成します。
●福祉団体への助成
　地域福祉活動を推進するために、福祉関係団体（高齢者・障がい者・

児童分野等）・事業へ助成してい
ます。
　平成31年度は、袖ケ浦市シニア
クラブ連合会・職親会・手をつな
ぐ育成会、社会福祉施設等連絡協
議会、聴覚障害者福祉協会、遺族
会の6団体に助成します。

●地域福祉フェスタの開催
　多くの住民参加と地域福祉への理
解を求めることを目的に開催し、福祉
意識の高揚と推進を図り、併せて社会
福祉の発展に寄与された方を表彰し、
感謝の意を表すため地域福祉フェスタ
を実行委員会と共に開催しています。

●移送サービス事業
　高齢や障がい等のた
め、一般の交通機関で
は外出が困難な方を、ボ
ランティアの協力により
病院などに無償で送迎
するサービスを行ってい
ます。（利用するには所
得制限があります。）
●ほっとテレホンサービス
　一人暮らしの高齢者宅に、毎週1回自宅にボラ
ンティアが電話をし、孤独感を癒しています。守秘
義務を徹底し、話した内容は他者へ漏れることは
ないので、お好きな内容を話せま
す。
●車椅子貸出
　高齢者やケガをされた方が外
出、旅行などの一時的に車いすが
必要なときに貸出をしています。
●声の広報の貸出
　目の不自由な方が、CDプレイ
ヤーで、広報紙を聞くことが出来
るように、「音読グループ やまゆり」の協力を得て、CDを作成し貸出を
行っています。

　住み慣れた地域で、自分らしくいきいきと暮らしていくためには、身近な地域で“人と人
とのつながり”を深めることが大事です。地域の誰もが気軽に立ち寄って、交流できる居場
所づくりが地域との“つながり”づくりのきっかけになります。高齢者、障がい者、子育て中
の親子等が、地域社会においていきいきと住み続けられるよう、本会では、サロン活動、子
ども食堂等の世代間交流、地域交流の拠点となる居場所づくり活動を支援します。

問合せ先　庶務係

地域の居場所づくり活動を
支援する事業が始まります!!

支え合い助け合いのある街づくりをします。支え合い助け合いのある街づくりをします。

福祉に関することを学び、福祉のこころづくりをします。福祉に関することを学び、福祉のこころづくりをします。

日常生活の困りごとのお手伝いをします。日常生活の困りごとのお手伝いをします。

①運営協力者が5名以上いること
②運営代表者が袖ケ浦市内在住であること
③継続的な活動を行える活動拠点があること
④有料会員制ではなく、広く一般市民が参加できること
⑤地域を限定した活動でないこと
⑥原則、月1回以上（年12回以上）開催していること
⑦政治、宗教及び営利活動、若しくはこれに類似される行為を行わないこと
⑧公の秩序又は善良の風俗に反するものでないこと
以上の内容全てに該当していればこの事業の対象です!!

立上げ時準備費　30,000円以内（立ち上げ時のみ）
年間活動運営費　60,000円以内/年
※ 金額は、1会場の活動に要する経費です。複数会場で運
営している場合は、その会場数分になります。

※ 他の団体、企業などから補助、助成を受けている場合
は、その額を控除した範囲内とします。

※ 社会福祉法人袖ケ浦市社会福祉協議会補助金交付規
則に基づき補助を受けている団体は、対象外とします。

対
象
団
体

助
成
金
額

主に下記の事業に
会費及び寄付金を充てています。
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【寄付品】
個人（敬称略）

匿名 車椅子 １台

　皆さんと歌やお話し、お茶会などの活動をして、参加者同士がつな
がりを深める交流活動を行っています。ご興味のある方は、是非ご参
加ください。参加を希望される方のご連絡をお待ちしております。
日　時：平日　月１回～２回程度
場　所：サポートセンターバード（住所：奈良輪2-3-2）
参加費：無料
問い合わせ先：サポートセンターバード内
　　　　　　　☎080－3200－2135　吉田　洋起

袖ケ浦市ボランティアセンター（社会福祉協議会内）
☎0438-63-3988（直通）　FAX 0438-63-0825

ああ
まま
つつ
れれ

袖ケ浦市ボランティアセンター（社会福祉協議会内）（社会タンティアセ
☎0438 63 3988（直通） FAX 0438 63 0825

ボランティア

　ボランティア連絡協議
会登録団体による歌や
日本舞踊、フラダンスな
どを披露し、日頃の活動
の成果を発表します。
　その他にも、ボラン
ティア活動をまとめたパ
ネル展示やお楽しみ抽
選会もあります。
　皆様のご来場をお待
ちしています。
日　時：6月9日（日）　10時～15時30分
場　所：袖ケ浦市民会館　大ホール
入場料：1,000円　当日券もあります。
　　　　（収益の一部を、袖ケ浦市社会福祉協議会に寄付します。）
主　催：袖ケ浦市ボランティア連絡協議会
問合せ：ボランティアセンター

【ボランティア募集内容】
活動場所：ぽぴあの森　本館（蔵波2674-2）
活動内容：利用者支援・模擬店販売補助・駐車場整理・準備・片付け
活動時間：集合：9時　　解散：15時
申込締切：4月26日（金）
その他：昼食（食券を配布します。）
申込問合せ：ボランティアセンター

ボランティアチャリティーショーボランティアチャリティーショー
を開催します第23回

ぽぴあ祭り 2019　ボランティア募集

●おしゃべりサロン「ひびき」 日時　４月２６日（金）１３時３０分～１５時３０分　　場所　老人福祉会館　問合せ　ボランティアセンター

　今年度のお花見昼食会は、「ひとり暮らし高
齢者等見守り訪問事業」の利用者を対象とし、
4月3日に坂戸の森に咲き誇る桜を横目に、市
民会館の中ホールにて実施しました。
　当日は、参加者、事業推進委員、演芸ボラン
ティア等総勢80名が集まり、昼食をとりながら、
踊りやアコーディオン演奏などの鑑賞をしまし
た。外は少し肌寒さがある中、会場は、参加者
の笑顔、笑い声が絶えず、和やかで、とても暖かい空気の中で春の訪れを感
じながら、楽しいひと時を過ごすことができました。

お花見昼食会を実施しました！！

社協特集 社会福祉協議会の紹介！
昭和地区昭和地区

      

　相談は、「予約不要」で「無料」です。また、相談内容等については、「秘密を厳守」
いたしますので心配ごと、悩みごとがありましたらご相談ください。
 問合せ:地域福祉係

日　　時 会　　場
4月18日（木）
13:00～16:00

・市役所
・平川行政センター

4月25日（木）
13:00～16:00

・市役所
・平川行政センター
・長浦行政センター

5月9日（木）
13:00～16:00

・平川行政センター
・長浦行政センター

日　　時 会　　場
5月16日（木）
13:00～16:00

・市役所
・長浦行政センター

5月23日（木）
13:00～16:00

・市役所
・平川行政センター

5月30日（木）
13:00～16:00

・市役所
・平川行政センター
・長浦行政センター

【4月～5月の心配ごと相談日】

1人で悩んでいませんか??

ただし、受付は15:30まで

「どこに相談に行けば良いかわからない。」
「専門的な相談とまではいかないが、ちょっと話を聞いて欲しい。」

知り合いには相談しにくい、親族・ご近所での悩みごと 等
なんでもご相談ください。

※各公民館にちらしを設置していますので、併せてご覧ください。※

思いやり 明るい未来への 道しるべ
奈良輪小学校　４年生　根岸　心希

地域ぐるみ
福祉推進標語

収集ボランティア

○根形小学校
　ペットボトルキャップ・・・71.2㎏

○奈良輪小学校
　ペットボトルキャップ・・・181.1㎏

○中川小学校　児童会運営委員
　ペットボトルキャップ・・・100.5㎏

1年間集めたペットボトルキャップ1年間集めたペットボトルキャップ

※学年は第１1回袖ケ浦市地域福祉フェスタ（平成30年度）時のものです。

【ペットボトルキャップ、古切手】（順不同・敬称略） 【寄付金】

熊谷栄治　小倉信行　石渡榮　横山元子　北村幹夫　
大橋壮　秋葉さおり　西沢芳夫　上嶋那奈　鈴木蓮
窪田舜　菅友代
健康麻雀あじさい　平川いきいきサポート交流会
社会福祉法人みどりの風　ＫＦＳ有志
重城産婦人科・小児科　長浦マンドリンアンサンブル
奈良輪小学校　中川小学校児童会運営委員会
根形小学校　蔵波台若草東自治会　蔵波台つくも会
（株）シバサキ建設　（株）一条工務店千葉
袖ケ浦菜の花苑　臨海スポーツセンター
蔵波中学校広報委員会　尾張屋（株）木更津店
浜宿団地里山を歩く会　日産物流（株）東日本支店
東京ドイツ村　（有）光和建設　（株）ヤマフジ　
袖ケ浦市民会館　老人福祉会館　袖ケ浦市役所
匿名10名

＊現在プルタブの回収は行っておりません＊

平成３０年度袖ケ浦市社会福祉協議会への寄付、協力ありがとうございます。

皆様の善意を大切にし、福祉事業に役立てさせていただきます。

平成３０年４月からの累計額は3,051,312円です。

（寄付金・寄付物品・ペットボトルキャップ・古切手）期間：平成３1年3月１日～3月31日

団体（順不同・敬称略） 金額（円）
平川地区貸衣裳 1,155,511
三井化学労働組合
千葉支部 20,000
三井化学福祉バザー
実行委員会 30,000

袖ケ浦ワークスリサイクル会 200,000
袖ケ浦市商工会青年部 30,000

合　計 1,435,511

ご協力
ありがとう
ございました

　3月6日、平川地区貸衣裳 様 から、福祉の増進を目的に多額のご寄付
をいただきました。平川地区貸衣裳のボランティア活動は、当初、婦人
会の生活改善活動の一環として開始されましたが、婦人会解散後も活
動を継続された65年の歴史ある活動です。
　この度、平成30年12月末をもって活動を終了されたことから、貸衣
裳として利用していた着物等を売却して、本会にご寄付をいただきまし
た。これまでの長きにわたる活動に敬意を表しますとともに、厚く御礼
申し上げます。

平川地区貸衣裳 様 から
多額のご寄付をいただきました

ありがとうございます

入選

寄付金額　1,155,511円1,155,511円


